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鉱さいけい酸質肥料 要

ポケット肥料要覧より

高炉、電気炉等により銑鉄、鋼、りん、合金鉄等を生産する際に発生する鉱さい及びこれらにほう素質肥料を混合して溶融したもの
を粉末にしたもので主組成はメタけい酸カルシウムであるが、可溶性けい酸１０％以上、アルカリ分２０％以上を含む。このほかに
苦土、マンガン、ほう素を含有するものもある。

肥料の種類 主な生産工程の概要
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高炉、電炉、転炉等により銑鉄、鋼、りん、合金等を生産する際に発生する鉱さいを
粉末にしたもの製りん残さい又は製銑鉱さい

等の鉱さいをいい、ほう素質
肥料を混合して熔融したもの
を含む。

銑鉄、普通鋼、ステンレス鋼、フェロマンガン、シリコマンガン、フェロニッケル、
ニッケル、フェロクロム、マグネシウム、製りんのスラグを粉砕したもの

上記の鉱さいに、ほう酸質肥料を混合して熔融・粉砕したもの

鉱さいけい酸質肥料に赤鉄鉱を加えたもの（アルカリ分＜３０％）


